
会 議 録 
会 議 の 名 称 上尾市立尾山台小学校 第 2回学校運営協議会 

開 催 日 時 
令和 4年 5月 31 日（火） 

午前 9時 05 分 ～ 午前 10 時 25 分 

開 催 場 所 上尾市立尾山台小学校  多目的室 1 

議長（会長）氏名 会 長 黒須 英雄   

出席者（委員）氏名 

会 長 黒須 英雄     副会長 長屋 寿治 

委 員 北條 多美枝    委 員 黒須 登       

委 員 黒須 竹雄     委 員 菊間 隆浩 

委 員 茶木 歩実     校 長 熊坂 由美子  

傍聴者  0 名 

議 題 

（１）今年度実施予定の行事について 

（２）特色ある教育について 

   ①あげお学びのイノベーション 

   ②文部科学省特例指定「英語教育」 

   ③特別支援教育 

   ④個別最適な学びと協働的な学び 

（３）児童の登校（通学班）について 

（４）おや小応援団の活動について 

（５）その他 

   ・あいさつのできる子供の育成 

 

 

 

 

 

 

協

議

要

旨 

協議の結果 意見の概要 

（１）承認 

・今年度実施予定の行事の説明と学

校の取組方針について、共通理解

が図れた。 

 

 

・感染状況を鑑みつつ、コロナ禍以前より

規模を縮小したり形式を変更したりする

ものもあるが、年度当初の予定に沿って

実施していく。 

（２）承認 

・あげお学びのイノベーション推進

プランに則った ICT 機器の活用、

上尾市独自の英語活動の具体的な

取組、特別支援教育の充実、個に

応じた学習等について共通理解を

図れた。 

 

 

・ICT 機器を活用する授業（教師及び児童）

の推進、学習者用端末の持ち帰り、デジ

タルドリルの活用、学校配信メールによ

る保護者との連携を進める。 

・「上尾市英語力向上プラン」により、ALT

の活用や低学年から英語に慣れ親しむ環

境づくりを行う。 

・特別支援教育推進のための支援体制や交

流活動を充実させる。学区内中学校の特

別支援学級新設の情報提供。 

・「with & after コロナ」により今後も児童

の学習環境に変化があったとしても、自

ら学ぶ児童を育成し、「学びを止めない」

授業を工夫していく。 

（３）熟議 

・児童の登校について委員で熟議し、

意見を交換した。 

 

・通学路の危険個所で、標識やミラーの設

置については、引き続き上尾市へ設置の



 

 

申請をして働きかけていく。 

・朝の時間帯の防犯ボランティアの見守り

範囲を広げてはどうか。 

・登下校は家庭の責任の下で行うもの。全

て学校任せになってはいないか。 

・児童数の減少により通学班の人数が減っ

ていくことが課題である。PTA と連携し、

検討を重ねていく。 

・欠席や遅刻の連絡をする際の通学班内で

の取り決めや学校への連絡方法につい

て、PTA と連携して再確認する。 

 

 

（４）熟議 

・おや小応援団の活動について委員

で熟議し、意見を交換した。 

 

 

・応援団員の高齢化やコロナ禍に伴い、活

動内容の検討を行う。 

・朝の除草活動や図書支援など、短時間の

参加や１回だけの参加も可能だと呼びか

け、地域の協力をあおぐ。 

・地域の自治会での回覧や掲示板活用の協

力を得て、参加者を増やす。 

・児童と地域の高齢者のふれ合いの場や放

課後の居場所のような場として、応援団

の活動を広げられたら良い。 

 

 

（５）熟議 

・あいさつのできる子供の育成につ

いて委員で熟議し、意見を交換し

た。 

 

 

・積極的に挨拶をする児童を褒め、全体に

広めていくことが効果的である。 

・子供に挨拶を呼びかけるのと同時に、大

人から進んで挨拶に取り組んでいく必要

がある。 

・まずは家庭から。家の中での挨拶を啓蒙

する。 

・地域と子供たちの顔見知りが増えれば、

あいさつも自然と増えるだろう。顔見知

りを増やすためにも（４）の応援団の活

動を活性化させたい。さらには（３）の

安全な登校にもつながってくる。 

 

 

※第 3回学校運営協議会は、令和 4年 10 月 11 日（火）午前９時から、 

上尾市立尾山台小学校 多目的室１ で開催予定です。 

 傍聴希望の方は、当日午前 8時 50 分までに 会場へお越しください。 

 


